
未来を創る  変革の一歩

日
七
二
月
八
年
五
二
〇
二

　

井
ノ
篠
所
議
会
工
商
野
長
、
㈮

い
お
に
室
議
会
大
階
二
所
支

会
年
青
野
長
南
）
社
公
（
、
て

通
回
二
第
度
年
五
二
〇
二
所
議

本
。
た
し
ま
れ
さ
催
開
が
総
常

に
部
一
第
、
は
て
い
お
に
会
総

二
〇
二

　案
議
号
一
第
「
、
て

）
案
（
算
予
支
収
正
補
度
年
五

号
二
第
「
」
件
る
す
関
に
認
承

長
事
理
度
年
六
二
〇
二

　案
議

選
）
案
（
者
定
予
事
監
に
び
並

議
号
三
第
「
」
件
る
す
関
に
任

び
並
事
理
度
年
六
二
〇
二

　案

選
）
案
（
者
定
予
長
議
副
正
に

が
案
議
三
の
」
件
る
す
関
に
任

認
承
で
致
一
会
全
、
れ
さ
程
上

。
た
し
ま
れ
さ

て
い
お
に
部
二
第
、
た
ま

　

ニ
シ
所
議
会
年
青
野
長
南
、
は

出
ご
の
Ｍ
Ｏ
Ｌ
４
信
北
、
会
ア

二
〇
二
、
で
前
の
様
皆
の
者
席

補
候
長
事
理
度
年
次
、
度
年
六

。
た
し
ま
れ
さ
目
露
披
お
が
者

井
酒
の
者
補
候
度
年
六
二
〇
二

飯
長
事
理
度
年
今
、
は
君
治
信

年
青
野
長
南
、
り
よ
君
基
一
田

明
黎
【
る
わ
伝
々
代
に
所
議
会

度
年
次
、
れ
さ
達
伝
を
】
鍵
の

な
に
と
こ
る
飾
を
け
開
幕
の

次
で
前
の
様
皆
の
賓
来
ご
、
り

発
を
い
念
い
熱
て
け
向
に
度
年

二
。
た
し
ま
き
だ
た
い
て
し
表

、
月
か
三
り
残
も
度
年
五
二
〇

た
き
い
て
げ
繋
に
年
六
二
〇
二

長
南
も
後
今
。
す
ま
い
思
と
い

願
お
く
し
宜
を
所
議
会
年
青
野

。
す
ま
し
致
い

【黎明の鍵の伝達式】
飯田理事長と酒井理事長予定者

  

会
総
常
通
回
二
第 ㈮

日
　月
８
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当
担
画
企

  

■ 

会
員
委
大
拡
務
総
ぐ
繋
へ
来
未
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会社名 大同生命保険株式会社  長野支社

会社事業内容 生命保険業など

ＪＣに入って
よかったこと

地域に貢献しながら、自身も成長できる
場をいただきました。

ＰＲ 人とのご縁を大切にし、保険業の視点を
活かして地域の発展に貢献して参ります。

38歳2025 Pick Up!
新入会員

2025所属委員会
笑顔咲く学び委員会  副委員長
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日
四
一
月
三
年
五
二
〇
二

　

プ
月
カ
５
大
拡
員
会
「
会
例

社
益
公
、
年
本
。
た
し
ま
し

所
議
会
年
青
野
長
南
人
法
団

し
ま
し
出
み
踏
を
歩
一
な
た

力
を
業
事
て
し
と
織
組
。
た

に
め
た
く
い
て
し
進
推
く
強

存
の
間
仲
の
く
多
り
よ
、
は

か
し
。
す
で
欠
可
不
が
在

業
卒
の
名
三
は
度
年
今
、
し

上
以
れ
そ
、
り
お
て
え
控
を

な
れ
さ
現
実
が
大
拡
員
会
の

た
し
定
安
の
後
今
、
ば
れ
け

そ
お
す
た
き
を
障
支
に
営
運

。
す
ま
り
あ
が
れ

方
一
る
い
て
れ
さ
有
共
で
間

段
す
移
に
動
行
の
際
実
、
で

た
れ
ら
限
の
部
一
、
は
で
階

彫
き
浮
が
題
課
う
い
と
い
な

く
な
で
分
自
「
、
は
に
景
背

」
う
ろ
だ
く
動
が
か
誰
も
て

あ
が
識
意
手
苦
る
す
対
に
大

。
す
ま
れ
ら
え
考
と
る

全
、
は
で
会
例
本
で
こ
そ

　

組
り
取
に
際
実
に
動
活
大
拡

、
で
と
こ
る
け
設
を
場
む

、
し
識
認
再
を
任
責
と
割
役

し
と
人
会
社
、
は
で
会
例
本
　

マ
ス
ネ
ジ
ビ
る
あ
で
本
基
の
て

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
つ
持
を

そ
、
い
舞
る
振
居
ち
立
や
装
服

い
舞
る
振
の
で
場
の
酒
お
て
し

が
し
と
落
見
と
い
な
い
て
し
識

の
域
地
、
が
す
で
分
部
な
ち

。
た
し
ま
し
た
い
感
実
と
る

に
ま
さ
皆
の
者
補
候
、
た
ま
　

議
会
当
、
き
だ
た
い
加
参
ご
も

き
で
有
共
を
び
学
、
に
も
と
と

は
と
。
す
ま
り
お
て
え
考
と
た

拡
員
会
を
会
機
の
回
今
、
え
い

り
よ
が
身
自
私
、
は
に
め
た
く

り
わ
関
の
と
者
補
候
に
的
極
積

を
ま
さ
皆
た
し
加
参
、
め
深
を

け
か
き
働
く
導
へ
間
仲
に
実
確

。
す
ま
り
お

活
大
拡
の
後
今
を
省
反
の
こ
　

仲
の
く
多
り
よ
、
し
か
生
に
動

を
業
事
る
あ
力
魅
に
も
と
と
間

き
続
き
引
、
う
よ
る
き
で
開
展

。
す
ま
り
い
ま
て
し
く
尽
を
力

田
池

 

也
純

感
所
長
員
委

は
に
際
実
、
が
た
し
ま
り
お
て
し
と
的
目
を
と

ま
き
で
が
と
こ
る
け
つ
び
結
は
に
果
成
な
き
大

訪
や
ト
ン
イ
ポ
ア
の
へ
者
補
候
。
た
し
で
ん
せ

な
的
体
具
う
い
と
大
拡
員
会
に
的
終
最
、
の
の

に
足
不
力
の
り
振
旗
の
身
自
私
る
あ
で
長
員
委

。
す
ま
り
お
て
じ
感
く
強
と
る
す
因
起

」
う
ろ
だ
く
動
が
か
誰
も
て
く
な
で
分
自
「
　

を
識
意
手
苦
る
す
対
に
大
拡
、
や
識
意
う
い
と

に
め
た
く
い
て
し
移
に
動
行
で
員
全
、
し
拭
払

示
を
き
動
な
的
体
具
、
ち
立
に
頭
先
が
私
、
は

る
す
有
共
を
い
思
、
し
か
し
。
た
し
で
き
べ
す

。
す
で
点
省

人
一
は
大
拡
員
会
、
て
じ
通
を
会
例
の
回
今
　

な
ね
重
み
積
の
動
行
と
識
意
者
事
当
の
り
と
ひ

。
た
し
ま
し
感
痛
を
と
こ
い
な
得
し
成
て
し
く

呼
を
者
補
候
て
し
先
率
が
ら
自
長
員
委
は
後
今

存
所
く
い
て
し
か
動
を
体
全
織
組
、
し
促
を
動

つ
に
次
や
ず
必
、
に
糧
を
省
反
の
回
今
。
す
で

。
す
ま
り
い
ま
て
げ
な

田
池

 

也
純

感
所
長
員
委

2025年度
未来へ繋ぐ総務拡大委員会

委員長
池田  純也

野
長
㈯
日
九
一
月
四
年
五
二
〇
二

　

会
大
階
二
所
支
井
ノ
篠
所
議
会
工
商

公
（
、
て
に
屋
出
川
烹
割
、
室
議

会
例
月
四
議
会
年
青
野
長
南
）
社

の
人
会
社
！
い
な
け
聞
ら
さ
ま
い
『

長
南
）
社
公
（
。
た
し
ま
し
致
催
開

性
活
の
織
組
、
は
で
所
議
会
年
青
野

献
貢
る
な
ら
さ
の
へ
会
社
域
地
と
化

り
取
に
動
活
大
拡
員
会
、
に
的
目
を

参
の
員
会
な
た
新
。
す
ま
い
で
ん
組

デ
イ
ア
や
点
視
な
様
多
、
り
よ
に
画

力
魅
で
的
造
創
り
よ
、
り
わ
加
が
ア

ま
り
な
と
能
可
が
現
実
の
業
事
る
あ

。
す

舞
る
振
居
ち
立
や
装
服
。
す
ま
い
て

模
る
け
お
に
域
地
、
は
と
こ
る
け
付

素
要
い
な
せ
か
欠
に
め
た
る
な
と
範

、
は
成
醸
の
識
意
た
し
う
こ
。
す
で

価
ド
ン
ラ
ブ
の
体
全
域
地
は
て
い
ひ

ま
り
が
な
つ
も
に
と
こ
る
め
高
を
値

。
す

皆
の
者
補
候
、
は
で
業
事
の
回
今

　

び
学
の
め
た
る
図
を
上
向
質
資
の
て

後
今
。
た
し
ま
し
た
い
供
提
を
場
の

の
域
地
、
は
所
議
会
年
青
野
長
南
も

た
け
向
に
成
育
の
材
人
う
担
を
来
未

。
す
ま
り
い
ま
て
け
続
を
動
活

会
例
月
4

当
担
画
企

  

■ 

会
員
委
大
拡
務
総
ぐ
繋
へ
来
未

 

■

！
い
な
け
聞
ら
さ
ま
い

　㈯
日
　月
４

屋
出
川
烹
割
／
室
議
会
大
階
２
　所
支
井
ノ
篠
所
議
会
工
商
野
長

19

30

14

室
議
会
大
階
２
　所
支
井
ノ
篠
所
議
会
工
商
野
長
　

当
担
画
企

  

■ 

会
員
委
大
拡
務
総
ぐ
繋
へ
来
未

 

■

踏
を
歩
一
第
の
へ
動
活
大
拡

を
と
こ
る
す
と
機
契
す
出
み

。
た
し
ま
し
施
実
に
的
目

大
拡
、
は
に
中
間
期
会
例

　

や
稿
投
の
へ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
用
専

じ
通
を
表
発
の
で
会
集
告
報

面
、
得
取
ト
ン
イ
ポ
ア
の
へ

摯
真
に
ど
な
問
訪
業
企
、
談

回
今
。
た
し
ま
み
組
り
取
に

拡
員
会
、
て
じ
通
を
動
活
の

の
識
意
者
事
当
る
す
対
に
大

な
的
続
継
の
後
今
、
と
成
醸

が
と
こ
く
築
を
台
土
の
動
行

。
た
し
ま
き
で
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野
長
子
女
・
所
場
野
長
撲
相
く
ぱ
ん
わ
の
度
年
本
　

剣
真
、
し
加
参
が
ち
た
も
ど
子
の
く
多
、
は
に
所
場

勇
と
動
感
に
ち
た
私
る
守
見
、
は
み
組
り
取
の
い
ぱ

る
れ
ま
包
に
援
声
と
気
熱
が
体
全
場
会
、
え
与
を
気

。
た
し
ま
り
な
と
日
一
い
し
ら
晴
素

名
四
ら
か
野
長
南
は
で
会
大
県
の
月
六
、
に
ら
さ
　

子
男
の
月
八
、
り
取
ち
勝
を
符
切
の
へ
会
大
国
全
が

九
。
た
し
ま
れ
く
て
し
露
披
を
撲
相
た
し
と
々
堂
で

る
な
ら
さ
、
り
お
て
え
控
が
会
大
国
全
子
女
は
に
月

。
す
ま
い
て
し
待
期
に
い
大
を
躍
活

通
を
撲
相
が
ち
た
も
ど
子
、
じ
通
を
会
大
の
回
今
　

し
長
成
く
き
大
、
み
育
を
心
る
す
戦
挑
や
節
礼
て
じ

い
力
協
ご
。
た
し
ま
し
に
り
た
当
の
目
を
姿
く
い
て

て
し
そ
、
位
各
係
関
、
ま
さ
皆
の
者
護
保
た
い
だ
た

。
す
ま
げ
上
し
申
謝
感
く
深

澤
西

 

弥
雅

感
所
長
員
委

運
野
長
南
、
㈰
日
五
二
月
五
年
五
二
〇
二
　

年
青
野
長
南
）
社
公
（
て
に
場
撲
相
園
公
動

く
ぱ
ん
わ
回
〇
四
第
『
会
例
月
五
、
所
議
会

女
撲
相
く
ぱ
ん
わ
回
六
第
・
所
場
野
長
撲
相

年
本
。
た
し
ま
れ
さ
催
開
が
』
所
場
野
長
子

け
受
を
み
込
申
の
ら
か
童
児
の
名
七
〇
一
は

く
ぱ
ん
わ
と
も
の
者
加
参
の
名
〇
九
、
け
付

し
ま
き
で
が
と
こ
る
す
施
実
を
会
大
撲
相

当
総
の
で
年
学
三
は
子
女
年
学
高
、
戦
ト
ン

当
総
の
で
別
年
学
は
子
男
年
学
高
、
戦
り
た

。
た
し
ま
い
行
を
戦
り
た

を
力
全
に
合
試
、
は
ち
た
供
子
た
し
加
参
　

れ
ら
け
付
き
引
も
ち
た
私
る
い
て
見
、
け
傾

も
て
せ
見
く
多
を
み
組
り
取
い
熱
な
う
よ
る

私
る
い
て
見
、
く
熱
ど
ほ
る
れ
わ
奪
を
目
と

会
が
援
声
な
き
大
の
々
方
の
者
護
保
や
ち
た

〇
二
は
名
二
位
上
女
男
年
学
各
の
年
学
高
　

園
公
動
運
野
長
南
、
㈰
日
二
二
月
六
年
五
二

相
く
ぱ
ん
わ
回
六
第
る
れ
わ
行
て
に
場
撲
相

女
撲
相
く
ぱ
ん
わ
回
六
第
・
会
大
県
野
長
撲

野
長
。
す
ま
し
た
い
場
出
に
会
大
県
野
長
子

と
催
開
り
回
ち
持
の
で
区
地
五
は
会
大
県

た
い
抜
ち
勝
を
選
予
区
地
各
。
た
し
で
催
開

み
組
り
取
い
高
の
ル
ベ
レ
う
集
が
ち
た
者
強

た
み
し
楽
に
分
存
を
体
自
会
大
、
も
ら
が
な

。
す
ま
り
お
て
え
考
と
い

会
例
月
5

当
担
画
企

  

■ 

会
員
委
び
学
く
咲
顔
笑

 

■ 所
場
野
長
撲
相
く
ぱ
ん
わ
第40回

所
場
野
長
子
女
撲
相
く
ぱ
ん
わ
第6回

　
㈰
日
　
月
５

場
撲
相
園
公
動
運
野
長
南

25
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編
集
後
記

。
月
か
三
り
残
よ
い
よ
い
、
も
年
六
二
〇
二
　

。
た
し
ま
り
な
と
間
時
た
れ
ふ
あ
に
び
学
と
戦
挑
の
く
多
、
も
年一
の
こ
　

。
手
着
に
的
格
本
に
動

ネ
ジ
ビ
の
め
た
の
人
会
社
！
い
な
け
聞
ら
さ
ま
い
「、
は
で
会
例
月
四

　

い
し
新
の
名
二
、
て
し
と
果
成
の
そ
。
た
し
ま
め
深
を
流
交
で
容
内
な

さ
だ
く
せ
寄
お
ひ
ぜ
、
ら
た
し
ま
り
あ
が
報
情
者
補
候
。
す
ま
い
て
し

！
い

ぱ
ん
わ
回
六
第
「」
所
場
野
長
撲
相
く
ぱ
ん
わ
回
〇
四
第
「
は
に
月
五

　

。
た
し
ま
し
力
尽
に
営
設
も
々
我、
れ
さ
催
開
が
」
所
場
野
長
子
女
撲
相
く

、
は
に
姿
む
挑
に
負
勝
や
し
ざ
な
ま
な
剣
真
の
ち
た
供
子
つ
立
に
俵
土

　

。
す
ま
れ
さ
か
動
を
心
年
毎

ん
し
楽
を
撲
相
で
顔
笑
が
ち
た
も
ど
子
の
ん
さ
く
た
、
た
ま
も
年
来

　

だ
間
時
な
重
貴
に
当
本
は
の
る
れ
ら
じ
感
で
肌
、
り
わ
関
て
し
と
役
現

。
す
ま
じ
感
て
め
改
と

て
し
と
者
定
予
長
事
理
の
度
年
次
、
は
で
会
総
の
月
八

　

君
治
信
井
酒

。
た
し
ま
れ
さ
出
選
が

す
に
切
大
を
頼
信
の
へ
間
仲
も
り
よ
何
て
し
そ
、
力
断
判
、
さ
実
誠

　

。
す
ま
い
て
し
信
確
と
る
な
に
の
も
る
あ
の
感
体
一
り

？
か
う

」
い
な
と
つ
二
は
年
一
じ
同
「、
は
の
る
じ
感
回
毎
で
中
る
ね
重
を
集
編

　

。
す
で
と
こ
う
い
と

彩
や
化
変
の
そ
。
す
ま
れ
く
て
せ
見
を
情
表
う
違
く
全
、
で
と
こ
る
わ

も
で
び
喜
の
者
る
わ
関
に
集
編
ち
た
私
、
が
と
こ
る
せ
残
に
字
文
を
り

。
す
ま
り
あ

。
す
ま
い
て
し
定
予
を
月
二
一
は
行
発
の
回
次

　

』
火
り
が
か
『
る
残
に
心
、
い
添
り
寄
に
い
思
の
様
皆
、
き
続
き
引

　

た
い
み
読
お
で
ま
こ
こ
。
す
ま
り
い
ま
て
め
努
う
よ
る
き
で
け
届
お
を

。
た
し
ま
い
ざ
ご
う
と
が
り
あ
、
き
だ

條
上

　長
次
局
務
事

  

太
裕

ホームページ更新中！
是非ご覧下さい !!

検索南長野青年会議所
かがり火のバックナンバーはホームページでご覧ください。

公
（
て
に
場
撲
相
園
公
動
運
野
長
南
、
㈰
日
二
二
月
六
年
五
二
〇
二
　

野
長
撲
相
く
ぱ
ん
わ
回
六
第
『
会
例
月
六
、
所
議
会
年
青
野
長
南
）
社

を
禍
ナ
ロ
コ
が
』
会
大
県
野
長
子
女
撲
相
く
ぱ
ん
わ
回
六
第
・
会
大
県

。
た
し
ま
れ
さ
催
開
で
地
の
野
長
南
に
り
ぶ
年
七
、
で
ん
挟

で
）
館
技
国
国
両
は
年
例
（
館
育
体
合
総
区
田
墨
の
京
東
は
度
年
本
　

行
て
に
館
育
体
市
戸
八
県
森
青
、
会
大
国
全
撲
相
く
ぱ
ん
わ
る
れ
わ
行

選
を
表
代
県
野
長
る
す
場
出
に
会
大
国
全
子
女
撲
相
く
ぱ
ん
わ
る
れ
わ

、
尻
塩、
久
佐、
田
飯
（
所
議
会
年
青
の
つ
五
の
内
県
野
長、
め
た
る
す
抜

の
生
年
六
・
五
・
四
の
会
大
方
地
る
れ
さ
催
開
で
）
野
長
南
、
圏
訪
諏

。
た
し
ま
い
行
を
会
大
県
野
長
て
め
集
を
子
女
、
子
男
の
名
二
位
上

地
の
地
各
、
て
し
指
目
を
表
代
の
名
三
年
学
各
、
は
で
会
大
県
野
長
　

れ
わ
行
く
多
が
合
試
た
し
熱
白
る
よ
に
者
力
実
た
い
抜
ち
勝
を
会
大
方

発行元：事務局　編集長：上條  裕太
印刷所：有限会社サクセス

第６回

会
大
県
野
長
子
女
撲
相
く
ぱ
ん
わ

㈰
日
　月
６

  

場
撲
相
園
公
動
運
野
長
南

22

会
大
県
野
長
撲
相
く
ぱ
ん
わ

㈰
日
　月
６

  

場
撲
相
園
公
動
運
野
長
南

22

第６回

第40回

会
大
国
全
撲
相
く
ぱ
ん
わ

㈰
日
　月
８

  

第６回

会
大
国
全
子
女
撲
相
く
ぱ
ん
わ

㈰
日
　月
９

  

　県
森
青

館
育
体
市
戸
八

21

10

当
担
画
企

  

■ 

会
員
委
び
学
く
咲
顔
笑

 

■全
、
が
ち
た
も
ど
子
の
て
全
、
が
た
し
ま
い
も
も
ど
子
う
ま
し
て
い
泣

。
す
ま

八
年
五
二
〇
二
、
は
童
児
子
男
の
名
九
た
い
抜
ち
勝
を
会
大
県
事
見
　

回
〇
四
第
る
れ
わ
行
で
館
育
体
合
総
区
田
墨
の
都
京
東
に
㈰
日
〇
一
月

月
九
年
五
二
〇
二
は
童
児
子
女
の
名
八
、
に
会
大
国
全
撲
相
く
ぱ
ん
わ

相
く
ぱ
ん
わ
回
六
第
る
れ
わ
行
で
館
育
体
市
戸
八
の
県
森
青
㈰
日
一
二

代
の
県
野
長
、
で
地
の
れ
ぞ
れ
そ
。
す
ま
し
場
出
へ
会
大
国
全
子
女
撲

が
名
三
童
児
子
女
、
名
一
童
児
子
男
は
ら
か
野
長
南
。
す
ま
い
思
と
い

国
全
て
し
と
率
引
も
所
議
会
年
青
野
長
南
、
々
我
。
す
ま
し
た
い
場
出

を
姿
雄
の
ち
た
も
ど
子
の
元
地
、
で
の
す
ま
り
い
ま
て
し
加
参
へ
会
大

第40回わんぱく相撲全国大会
東京都  ひがしんアリーナ

第６回わんぱく相撲長野県大会・わんぱく相撲女子長野県大会の様子


